Nikon 


ライトタッチズーム 70WS QD 
使用説明書 

Lite •louch 
ZoomTOWs QD 


このたびは、ニコン Lite-Touch Zoom (ライトタッチ 
ズーム）7日 Ws QD をお買い上げいただき、ありびと 
ラございます。 

ご使用の前にこの r 使用説明書」をお読みのラえ、十分 
に理解してか日正しくお使いください。 

このカイラのまな特長 

■ 焦点距離28〜 70 mm までの約2.日倍ズームを内蔵した 
3已 mm コンパクトカメラ。 ( D ^ P . IS ) 


本文中に使われているマークについて 

P 心前提条件や制約などの要チェック項目が書いてあります。 
夕注意していたださたしにとや守っていただをたいこと 
び書いてありまず。 

® 補足内容び書いてあります。 

参照ページび書いてあります。 

付属品（お確かめくださし、。） 



■保証書とカスタマ登録カードについて 

この製品には保証書とカスタマ登録カードび付いていますの 
でご確認ください。な証書の詳細は、「アフターサービスと保 
証について」 （ I ^ P .4 U をご覧ください。 

■使用説明書について 

使用説明書の内容び破損などによって判読でさな < なったとを 
は、当社ヴービス機関で新しい使用説明書をおまめください 
2 (有料)。 
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安を上の注意と表示について 

各部の名称_ 

本体_ 

表示バネル_ 

ファインダー内の表示内容 


電池を入れる_ 

電源を入れる_ 

電池容量を確認する 
フイルムを入れる_ 


カメラを構える_ 

シャッターボタンを巧ず_ 

ズーミングする_ 

撮影する_ 

フィルムの巻き戻しについて 
フイルムを取り出す_ 


写したいをのび画面中央にない構図のときは 

ピント含わせび苦手なシーンについて_ 

フラッシュを使った撮影_ 

フラッシュ撮影の手順_ 

フラッシュを自動で発光させるには_ 

フラッシュの発光を禁止させるには_ 

フラッシュを強制的に発光させるには_ 

夜景をバックに人物を写すには_ 

目びホく写る現象を軽減するロホ_ 

風景や窓越しの景色を写したし、ときには_ 

セルフタイマー撮影をずるには_ 

IJ モコン操作で撮影ずるには_ 

近接撮影するには_ 

写貴こ日付や時刻を写し込むには_ 


曰付や時刻を修正するには_ 

故障かな？と思ったら_ 

取0撮い上のご注意_ 

アフターサービスと保証につし、て 
仕様 


知つておいてくださし、 


応用撮影 


基本的な撮影 


お使いになる前の準備 
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お使いになる前の準備 


基本的な撮影 


応用撮影 


知つておいてください 
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ま全上の注意と表示について 

ご使用のまえに r 安全上のごを意」をよくお読みのラ 
え、正しくお使いください。この「ま全上のごミ主意」は 
製品を安全に正しく使用していたださ、あなたや他の 
人々への危害や財産への損書を未然に防止するため 
に、重要な内容を記載してしほず。お読みになった後 
は、お使いになる方びいつでも見られるところに必ず 
保管してください。 


表示と意巧は次のよラになっています。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人 
び死こまたは重傷を負ラ可能性び想定される内容 
を示しています。 


A ミち意 


この表示を無視して、誤った取り巧いをすると、人 
び傷害を負ラ可能性び想定される内容および物的 
損害の発生び想定される内容を示しています。 


お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説 
明しています。 


絵表のの例 


A 記号は、を意(警告を含む)を促す内容を告げるわの 
^です。図の中や近くに具体のなを意内容び（左図の場 
合は感電を意）び描かれています。 

_ C € 記哥ま、禁止（じ C はいけないこと）の行為を告げる 
m わのです。図の中や近くに具体のな禁止巧容（左図の 
場合は分解禁止）び描かれています。 

♦記哥ホ、行為を強制ずること（必ずすること）を告げ 
を るをのです。図の中や近くに具体的な強制内容（左図 
の場合は電池を取り出す）び描かれています。 
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么警告（カメラについて) 


^分解したり修理•改造をしないこと 
が S 顆止感電した0、異常動作をしてケガの原因となります。 


^落下などによって破損し、内部び露出したときは、露 
^出部に手を触れないこと 


〇 


感電したり、破損部でケガをする原因となります。 

電池を抜いて、販売店または当社ヴービス機劇こ修理を依頼 
してください。 


腿 

V 


を 熱<なる、煙び出る、こげ臭いなどの異常時は、速や 
^かに電池を取0出すこと 


〇 


そのまま使用すると火災、やけどの原因となります。 

電池を取り出す隙、やけどに十分注意してください。 

電池を抜いて、販売店または当社サービス機関に修理を依賴 


修|^をして<ださい。 


(§) 

水かけ禁止 

V 


水につけたり、水をかけたり、爾こ肅5したりしなしにと 
発火した0感電の原因となります。 


0 

使巧禁止 


引火、爆発のおそれのある場所では使用しないこと 
プ n ; ':ンガス、ガソ U ンなど弓 I 火性ガスや粉塵の発生する場 
巧で使用すると爆発や火災の原因となります。 


A ストラップび首に卷さ付かないよラにすること 
ム特に幼お•招童の首にストラップをかけないこと 

警告 

首に巻さ付いて窒息の原因とな0ます。 


A 幼児の口に入るかさな付属品は、幼児の手の届かな 
いところに置くこと 

巧管ま慧 

幼巧の飲み込みの原因とな0ます。 

万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談ください。 


〇 

脇にと 


ファインダーより直接太陽や強し饼を見なしにと 
失明や視力障害の原因とな0ます。 


5 



么警告（カメラについて） 

&車の運転ち等にむけて、スピードライトを発光しない 
事故の原因となります。 

&スピードライトを人の目に近づけて発光しないこと 

胃^視力障害の原因とな0ます。 

特に邦幼児を撮影するとをは1 m じ(上離れてください。 


A ま意（カメラについて) 
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A 警告（電池について) 

户 T ) 電池を义に入れたり、加熱しないこと 
禁止液をれ、発熱、破裂の原因となります。 

^電池をショート、分辭しないこと 
巧ぉ窝止液ちれ、発熱、破裂の原因とな0まず。 

A 電池に表おされた警告'を意を守ること 
ms あ它 ru 発熱,破裂の原因とな0ます。 


A 使用説明書に表示された電池を使用ずること 
里吉 巧它 ru 発熱.破裂の原因とな0ます。 


於 電池は幼児の手の届かない巧に置くこと 

な管ま意幼児の飲み込みの原因となりまず。 

万一飲み込んだ場合は直ちに医師にご相談ください。 


A 電池の「+」と卜」の向きを間違えないようにすること 
8吉液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。_ 

@ 水につけたり、’選らさないこと 
水かけ禁止液ちれ、発熱、破裂の原因となりまず。 

り 充電式電池じ(がは充電しないこと 
唐止液ちれ、発熱、破裂の原因とな0ます。 


A 


電池を廃棄するときは、テープなどで接点部を絶縁 
すること 

他の金属と接細ずると、発熱、破裂、発火の原因とな0まず。 
お住まいの自治体の規則に従って正し < 廃棄してください。 
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各部のを称（本体) 


赤目驛減ランプ 
(原 P .3 日， 31) 
セルフタイマーランプ 
(陽 P .33) 


フアインダ~窓 
胸 P .11 )— I 
才ートフオーカス 
測お窓 


スピードライト 
(陪 P .24 〜31 


AE 受光窓 


U モコン受光窓 （ C ^ P .34) 


オー トフ オー カス測距窓 

スライドカバー 
(メインスイツチ） 
(岐 P .13) 



度国（途中巻を戻し) 
ボタンを P .21) 


函ボタン 
赤目軽減発光 
(陪 P .30, 31) 
セルフタイマー 
(岐 P .33) 


画ボタン 
スピードライ[-モード 
(陪 P .24 〜 29) 

遠景モード （ D ^ P .32) 


ズームレバ-(陣 P .18) 
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ファインダー 
接眼窓 



( I ^ P .3 己， 37) 
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表示パネル 


リモコン表示 
(除 P.34) 


ホ目軽減発光表示 
(原 P.30, 31) 


バッテ U— チェック表示 
(陪 P.13) 


遠景モード表示 （D^P.32) 


II 欄 


スピードライ h モード表示 
(陽 P.24 〜 29) 


フイルムカウンター表示 
(防 P.1 己） 


セルフタイマー表お （D^P.33) 


《図は説明のために全ての表示を点巧させたものです。 
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ファインター内の表示内容 


0 



e 


〇近距離補正マーク （ D ^ P .3 己） 

望遠側で撮影距離が1 m より近い撮影のとをに使用し 
ます。 


© 才ー トフ ォーカスフレーム 9) 

ピントを合わせたいものをこのフレームに重ねてピン 
卜を合わせてください。 

©オレンジランプ （[ I ^ P .24) 

フラッシュが充電中はゆっくり点滅し、充電が完了する 
と点巧します。また、上にあがったスピードライト部を押 
すと早く点滅して警告します。 


〇緑ランプ （@ P . l 日） 

ピントが合うと点巧します。近擬最影時に、被写体までの 
距離が約 0.8 m より近い場合は、点滅して警告します。 
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電池を入れる 

f - p - 使。ずる電池- 

このカメラには己 VI 」チウム電池 CR 1 23 A 、 または 
DL 123 A を1個を使用します。 


7電池室 カバーを 開ける。 



2 . 電池を入れる。 



0電池の®/©の表示を正し<合ねせ、図のよラな向をで入 
れます。©側を先に巧し込むよラにして入れてください。 

ゴ電池室 カバーを 閉じる。 



® 電池室カノ く一びカチッと音びするまでしっかり押して<だ 
さい。 
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電源を入れる 

■スライドカバーを開ける。 



® スライドカバーを矢印の方向に開けると電源び入り、内蔵ス 
ピードライトびポップアップし让びり)、レンズび繰り出しまず。 

® カメラを操作しない時間び約2分間経過すると、レンズび 
自動的に函（広角）側に戻ります。 

タスライドカノ く一はカチッと音びするまで弓 I いてください。 


タカメラをご使胤こならない時は、電源の消耗を防ぐため 
にスライドカノ く一を閉じて < ださい（電源び切れます）。 
タスライドカノ く一を閉じると去は、はじめにカノ く一をみしス 
ライドさせてレンズび収納されてから、ゆっくり閉じてく 
ださい。 


電池容量を確認する 

■ ノ (ッテリーチェック表示を確認する。 


夕撮霞の前には、必ず電池容量を確認してください。 

夕撮霞の際は、新しい予備の電池をご巧意 < ださい。ミ毎かの 
地域によっては、電池の入手び困難な場合びありまず。 

#フラッシュの充電時間び長くかかるよラにな0ました6、電 
ミせを交換して < ださい。 


4^^ 

点む 

電池容量は十分です。 

CIS 

点滅 

電池容量び少な < なってい 
ます。新しい電池との交換 
をおすすめします。 

消灯 

電池を交換してください。 



お使いになる前の準備 
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フイ J レムを入れる 


3曰 mm フィルムの豆知識 



® このカメラには、3己 mm DX マーク付フィルムをご使用ください。 

® DX マーク付フィルムを使用すると、フィルム感度はカメラび自 
動的にセットします。自動セットび可能なフィルム感度は 
ISO 1日0、400です 。 （DX しソ外のフィルムまたは DX 
に日200フィルムを使用した場合、感度は自動的にに日100に 
セットされます。また 、 DX に日吕00のフィルムを使用した場 
合、感度は自動のにに日4日0にセットされます。） 

タフィルムをカメラに入れるとさは、直射日光の当た5ない巧で 
巧って < ださい。 

广終:ご使用になるフイルムについて-^ 

フィルムの感駐ま、手ブレ防止やフラッシュ撮影に有利な 
に0400をおすすめします。 


7 裏ぶたを開ける。 



® 裏ぶた開放レノ く一を矢印の方向にスライドさせて（〇)裏 
ぶたを開けます(0)。 

2 . フイルムを入れる。 


















/ 广 - 

- y 




I 

1 

^- 

- y . 


® フィルムび正しく送られると、電源を入れた時、フィルムカ 
ウンターに丫び点灯表おされます。 

タフイルムカウンターに" f び表示されているときは、フィル 
ムび正しく送られていません。、裏ぶたを開けフイルムを取 
り出して、入れ直して < ださい。 


大切な撮影の前には試し撮りを 

大切な撮影の隙には、必ず試し撮りをして、カメラび正 
常に機能するか確認してください。本製品の故障に起 
因する付随的損書(撮影に要した諸経費及び利益の喪 
失等に関する損書）についての補償はご容赦願います。 y 日 


3 フイルムの先端を赤色のマークに合わ 
I せる。 



® フイルムび浮かないよラにノて卜□ーネを指で軽 < 押さえて 
<ださい。 



へ — - A II, 一 


1 卜 — 口 EL 

未 /— 旨 \ 'H 



4 裏ぶたを閉じて、フイルムが正しく送5 
れているか確かめる。 


お使いになる前の準備 























構スる 

■カメラをしっかり構えまず。 

〈横位置の構え方> 



® わきをしめ、ひじを体につけて、両腕でしっかり構えます。 
〈縦位置の構え方> 



® 縦位置で撮影する場合は、スピードライトび上になるように 
構えます。 


夕手や髪の毛、ストラップなどで、レンズや才ートフォーカ 
ス測距窓、スピードライトなどをおおわないよラに注意し 
て < ださい。 

タポップアップしたスピードライト部を押し込まないように注 
意して < ださい。 


16 






シャッターボタンを巧ず 

7シャッターボタンを軽く巧して途中で 
止める（この操作を"半巧し"と呼び 
まず）。 


广 

公 

、 

若 心 

A5 

Vo§J 


® ‘半巧し"するとピントと露出びままり緑ランプび点口します。 

® "半巧し"中はピントび固定（フオーカス□ツク i ^ P .22) 
されます。 

2 "半押し"したまま、さ!5にシャツターボタ 
ンを押し込むとシャッターがきれまず。 



® 被写体び暗い場合は、フラッシュび自動的に発光します。 

夕一気にシャッターボタンを押すと手ブレの原因になりま 
す。シャッターボタンはゆっくりと巧し込んでください。 


薑本的な撮影 
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ズーミングする 

■ ズーム レバーを巧して被写体の大ささを 
ミ夫める。 



® 〔の方向に押すと、望遠 (70 mm ) 側になり、陋方向に巧す 
と、広角に 8 mm ) 側になります。 

® 好みの大きさになったらズームレバーから指を離します。 

タヵ><ラを操作しない状態び約2分間続くと、レンズび自動 
的に励（広角）側に戻ります。 

け〕望遠側の作例 



m 広ち側の作例 



18 













撮影ずる 

7,ピントを合わせたいものにオート 
フ オーカ スフ レームを重ねる。 



广 、お 写したいものが才ートフォーカスフレーム 
か5外れている構図のとさは 

ピントを合わせたいをのびオートフォーカスフレームから 
がれる構図のと去は、フォーカス□ックによるピント合わせ 
をしてください。 （ I ^ P .22) 


2 シャッターボタンを半巧しずる。 



ピントび合うと緑ランプび点口します。 

♦緑ランプび点滅する。 

. 被写体に近づさすざです。約 0.8 m 政上離れて 

<ださい。 


なのページにつづ< 


薑本的な撮影 
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撮影ずる(つづさ） 

《 ] オレンジランプび点滅してし质ときは、フラッシュび充電 
中のためシャッターびきれません。オレンジランプび点灯 
してからシャッターををって < ださい。 

《2スピードライト部を指などで巧し下げると、オレンジラン 
プび早<点滅して知らせます。この場合、シャッターはを 
れますびフラッシュは発光しません。 

《3撮影距離び約0.8 m より近づくと、シャッターボタンを半 
巧ししてを緑ランプび点滅し、シャッターびをれません。 
離れた位置で半押しし直して、緑ランプの点灯を確認し 
て撮影して<ださい。なお、撮影距離び極端に近すざると 
さは、制御範囲を超えるためシャッターび□ックされない 
場合びあります。 


3 シャツターボタンをゆっくり巧しむ。 



® スピードライト自動発光モードにセットされているとさに、 
写したいものび暗い場合は、フラッシュび自動的に発光し 
ます。 


夕一気にシャッターボタンを巧すと手ブレの原因になります。 


夕撮影しないときは、スライドカノ く一を閉じて、電池の消耗 
を防いで < ださい。 

タスライドカ j く一を閉じるとさは、はじめに力；く一をかしス 
ライドさせてレンズび収納されてから、ゆっくり閉じてく 
ださい。 
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フイルムの卷き戾しについて 

I フイルムのきき戾しは自動でず。 

® フィルムを撮り終わると自動的に巻き戻しが始まります。 
® 巻さ戻し中はフイルムカウンターの数値び]枚ずつ減り、巻 
さ戻しび完了すると"び点滅します。 

® 電池容量不足のために巻き戻しび途中で止まったとさは、 
電池を交撰すると、巻き戻しび自動的に再開されます。 

夕 " E " び点滅するまで、裏ぶたを開けないで<ださい。 

■ フイルムを途中できき房ずには 



區国（途中卷を戻し）ポタンをストラップの止め具の 
巧起やボールペンの巧端などで巧しまず。 

® 巻を戻しび始まれば’ボタンを巧し続ける必要はありまはん。 

フイルムを取り出ず 

7巻き戻し完了"£ " の点滅表示を確かめる。 


2 裏ぶたを開け、フイルムを取り出ず。 




薑本的な撮影 
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写したし化のが画面中央にない構図のときは 

フオー カス□ック撮影 

ピントを含わせたいちのび、画面中央のオートフォーカス 
フレームから外れる構図のときは、ピントを固定したまま 
構図を自由に変えられるフォーカス□ックを利用してくだ 
さい。次頁 （ It 赏 P .23) のピント合わせび苦手なシーンに 
ついてちフォーカス□ックを利用して < ださい。 

7構図を決める。 



夕このまま撮該すると、背景にピントび合い、被写体にはピン 
卜び合いません。 

2 ピントを合わせたいものにオート 
フオーカスフレームを重ね、シャッター 
ボタンを半巧しずる。 



r p - 撮影距離を変えない- 

半巧ししている間は、ピントび固定されていますので、撮該 
距離を変えないで < ださい。 

\ _ 


2 シャツターボタンを半巧ししたまま、構 
図を房して撮影ずる。 
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ピント合わせが苦手なシーンについて 


次のような被写体にはピントびをわせにくい場合があ 
ります。 フオー カス □ック （ D 貫 P .22) を利用して、同じ 
距離にあるちのでピントを合わせてか5構図を決めて 
撮影してください。 


I 才ートフオーカスフレー 
ムをカパーでさない/さ 
な被写体 



髪の毛など黒くて巧を 
反射しにくいちの 



I 光っている車のボディや 
水面など光沢のあるもの 



阔 


■ 花火、□ウソクの光など、実体のないちの 

■ ピントを合わせたい被写体の手前に、別の被写体がある 
とさ 

■ 太陽などの非常に明るい光源 

■非常に明るしが源が嗎 f 满 B 囲内もしくはその近くにあると 
緑ランプび庶威して撮影びできなしにとびあります。 

その光源を避けて撮影してください。 


応用撮影 
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フラッシュを使った撮影 


スピードライトモードついて 


◎ A 

♦ 1 

<§>/0 心、 

|| 


® 岳图ボタンを押すごとに、曰つのモードの中から、好みの 
モードを選ぶことびできます。 

广表示なし- ► ® A - ►巧）—►ち— ► 呂 — I 


表示なし：スピードライト自動発光 （ It ^ P .2 色） 

被写体び暗いとさにフラッシュび自動的に発 
光します。 

:遠景撮影 （D 寶 P .32) 

遠くの景色をよりシャープに写したいとさ 
は、ここにセットすると効果的です。 
フラッシュは発光しません。 

魚：スピードライトキャンセル（陪 P .27) 

フラッシュを発光させたくないときは、ここに 
セットすると発光しなくな0ます。 

ち：スピードライト強制発光〇1 寶 P ぶ 8) 

フラッシュを必ず発光させたいときは、ここ 
にセットすると発光します。 

ち：夜景ポートレート（ス□—シンクロ） 

呂（陪 P .29) 

夕暮れや夜景などをバックに、人物をより自 
然に写したいときは、ここにセットすると効果 
的でず。 

#半押ししてオレンジランプび点滅しているときは、フラッ 
シュび充電中のためシャッターびされません。オレンジラ 
ンプび点灯してからシャッターををってください。 















フラッシュ撮影の手順 

7 @ボタンを押して、スピードライト 
モードを選ぶ。 

> ら 

夕感(スピードライトキャンセルモード ） .g (夜景ポートレー 

卜（ス□-シンク □) モード）時はシャツタースピードび遅く 
なることびありますので、手ブレをおこすことびあります。 

己脚などの使用をおすすめします。 


2 構図を巧め、シャッターボタンを半巧し 

I ずる。 

3 オレンジランプの点幻を確認して撮影 

I ずる。 

厂がフラッシュ撮影時の撮影距離について一> 

フラッシュ使用時の撮影距離は下記を目まにしてくださし、。 
ISO 100フィルム使用時： 

m (広ち）のと去:約0.8〜 3.3 m 
[わ （望遠）のと去:約0.8〜] .9 m 
ISO 400フィルム使用時： 

屈) （広ち）のとさ:約0.8〜 6.6 m 
[♦] (望遠）のとさ:約0.8〜 3.8 m 



タスピードライト部を巧さないでください。指などで巧し 
下げると、オレンジランプび点ミ施して警告します。（こ 
の場合、シャッターはをれますびフラッシュは発光しま 
せん。） 


麻用攝影 
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フラッシュを自動で発光させるには 

スピードライト自動発光撮影 

カメラの電源を入れると、自動的にスピードライト自動発 
光モードにセットされまず。被写体び暗い場をは、フラッ 
シュび自動的に発光します。 

t スライド カバーを 開ける。 


/ 

、 




< 

1 

\ 

f 

ノ 


2 オレンジと緑ランプの点灯を確認して撮 
' 影する。 



f 半巧ししてオレンジランプび点滅しているとさは、フラッ 
シュび充電中のためシャッターびをれません。オレンジラ 
ンプび点灯してからシャッターをきってください。 

夕被写体び明るい場をは、半押しすると表示パネルに®び 
点灯し、フラッシュは発光しません。 

夕上にあびったスピードライト部を巧し下げると、フラッシュ 
は発光しません。スピードライト部に細れなしなうにしてく 
ださい。 
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フラッシュの発光を禁止させるには 

スピードライトキャンセル撮影 

美術館などフラッシュ撮影び禁止されているときに便 
利です。 

7カメラを兰脚などに固定ずる。 

^ p - ;脚の使用について-^ 

このシーンではシャッタースピードび遅くなり、手プレをお 
こしやすいため、三脚などの使用をおすすめします。 

2 画ボタンを押して"がを表示させる。 



◎愈 

< S >/0 A / ち 


@ 回‘ 

f { 



27 



























フラッシュを強制的に発光させるには 

スピードライト強制発光撮影 

意図的にフラッシュを発光させたいときに便利でず。 


7,画ボタンを押して、 " y を表示させる。 


◎ A 

♦ i 

<§>/0 tkJh 

l| 


2 オレンジと緑ランプの点なを確認して撮 
' 影する。 



夕半押ししてオレンジランプび点滅しているときは、フラッ 
シュび充電中のためシャッターびきれません。オレンジラ 
ンプび点灯してからシャッターをきってください。 

夕上にあびったスピードライト部を巧し下げると、フラッシュ 
は発光しません。スピードライト部に軸れなしなうにしてく 
ださい。 
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夜景をバックに人物を写ずには 

夜景ポートレート（ス□ーシンク □) 撮影 

夜景や夕暮れをバックに人物を撮ると讶こ、人物と背 
景わ自然な感じに写せます。 

7カメラを兰脚などに固定ずる。 

^ p - ;脚の使用について^---^ 

このシーンではシャッタースピードび遅くなり、手プレをお 
こしやすいため、^脚などの使用をおすすめします。 

2 画ボタンを巧して、音を表示させる。 



◎愈 

<£>/0 A / ち 


S i \ 


3 オレンジと緑ランプの点なを確認して撮 
* 影ずる。 



夕半巧ししてオレンジランプび点滅しているとさは、フラッ 
シュび充電中のためシャッターびをれません。オレンジラ 
ンプび点灯してからシャッターをきってください。 

夕上にあびったスピードライト部を巧し下げると、フラッシュ 
は発光しません。スピードライト部に触れないようにしてく 
ださい。 


麻用撮影 
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目がホく写る現象を軽減するには 

赤目軽減発光撮影 

フラッシュの光で目びホく写るのを軽減したいとをに効 
果的です。 


7画ボタンを巧して、"<§>"を表示させる。 


面 〇 

旷 1 

<§>/0 i 4 / ち 


^- J 


宙匯ボタンを押すごとに表示び切り換わりまず。 


I ~►-表。なし-> 



表おなし： 赤目軽減発光解除 

赤目軽減発光を解除したいとをは、ここにセツ 
卜します。 


<§> :'赤目軽減発光 

人物の目び赤く写るのを軽減したしたきは、 
ここにセットします。 

r 移'^赤目軽減凳光撮影について^-^ 

赤目軽減発光撮該は、シャッターチャンスを優先させる撮 
影にはおすすめしません。 


@> H セルフタイマー/リモコン （陪 P .33,34) 

の セルフタイマー撮影、または U モコン撮影 

をする場含は、ここにセットします。 

このモードでフラッシュを発光する撮影の 
ときは、自動的に赤目軽減発光になります。 
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2 構図を巧め、シャッターボタンを半巧し 

I ずる。 



3 オレンジと緑ランプの点灯を確認して撮 
' 影ずる。 



广がカメラや被写体び動かないように- 

フラッシュび発光する前に、赤目軽減ランプを約]秒間照 
射させまずので、フラッシュび発光するまで力 ラや被写 
体び動いたりしないよラに注意してください。 


夕半巧ししてオレンジランプび点滅しているとさは、フラッ 
シュび充電中のためシャッターびきれません。オレンジラ 
ンプび点灯してからシャッターををってください。 

夕赤目軽減発光は、電源を OFF にしてを自動的に解除されま 
せんので、赤目軽減発光を必要としないときは、@ボタ 
ンを巧して "<§>" を消口させて、赤目軽減発光を解除して 
<ださい。 


麻用撮影 
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風景や窓越しの景色を写したいとき I しは 

遠景撮影 

遠くの風景をよりシャープに写しにし化きや窓越しの 
景色を写すときに便利です。 


7匯 E 1 ボタンを押して、"@4"を表示さ 
せる。 


◎ A 

因 • 

の / の ii/v 

|{ 


2 緑ランプの点口を確認して撮影ずる。 

们 




2 緑ランプの点好を確認して撮影ずる。 


f 遠景モード勒ま、フラッシュは発光しません。 
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セルフタイマー撮影をずるには 

記念撮彰など撮彰者自身ち一緒に写りたいとさに便 
利です。 

7. カメラを兰脚などに固定する。 

2 应§ボタンを巧して、"をぃを表示さ 
■ せる。 


A 〇 


< S >/0 A / ち 

0 ,1 


3 構図をまめ、シャッターボタンを巧し込む。 

® セルフタイマー撮影では、シャッターボタン半巧し時のピン 
卜と露出で撮影されます。 

® シャッターボタンを巧し込むと、セルフタイマーランプび 
約 1 0砂間点ミ威•点灯してシャッターびされます。 

® シャッターわ’せれると、セルフタイマーモードは自動的に辭除 
されます。 

® スライドカノ く一を閉じた攝合も、セルフタイマーモードは自 
動的に解除されます。 


応用撮影 
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■ J モコ ン操作で撮影ずるには 

カメラか5離れたところか5シャッターをさりたいとさ 
に便利です。 

广齡送信可能距離は己 mlU 内- ) 

U モコン撮影可能範園ま、カメラ正面で約日 mU (内です。 
それしソ上の距離で撮影するとをはセルフタイマーをお使 
いください。 （ D 蛋 P.33) 


t カメラを兰脚などに固定ずる。 

2 应§ボタンを巧して、"寒。"を表示さ 
I せる。 

A ◎ 

み/& i 4/ ち 


夕撮影しないまま、約 2 分間経過したり、スライドカバーを閉 
じると U モコンモードび自動的に觸除されます。 

夕極端な逆光状態では、 U モコン撮影できない場をびあり 
ます。 

3 構図を巧め、リモコンをカメラに向け 
て、送信ボタンを巧ず。 




® 送信ボタンを巧すと、セルフタイマーランプび約 2 秒間点 
なした後、シャッターびきれます。 

® U モコン撮影後 2 分政内であれば、続けて U モコン撮影で 
をます。 

夕 U モコンの電池の寿命は約 10 年間です。送信ボタンを巧 
してちシャッターびをれなくなったら、当社サービス機関に 
34 電池交換を依頼してください（有料）。 



















近接撮影をずるには 

rp - 最短撮影距離は約 asm - 

花などをできるだけ画面一杯に大きく写したいと去に、写 
したいものに最短で約 0.8 m まで近づいて撮れます。 


® ズームボタンを望遠側にするとより大きく写せます。 

7近距離補正マークの枠内で構図を巧 
める。 



夕図の^の部分び写りまず。 

#望遠側で撮影距離び1 m より近し、撮影のと去に使用します。 

2 緑ランプの点'丹を確認してか!5撮影 

I ずる。 


夕撮影距離び約 0.8 m より近づ<と、緑ランプび点滅して警 
告します。緑ランプび点灯する距離まで離れて撮影して< 
ださい。 




知つておいてください 
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写真に日付や時刻を写し込むには 

I MODE ボタン对甲して日付表示を選ぶ。 



年は西暦の下2おに002年の場合は"日 f I ) で、時分は24時 
間制で表示•印字されます。イラストの例は "2002 年已月] 
曰"を表します。 

® M は月を表しますび、写真には写し込まれません。 

® MODE ボタンを巧すごとに、次のように切り換わります。 

年月曰 曰時分 印字なし 

广•が弓 1 ^ I 记 -3 日 一 . -n 

曰月年 月曰年 

' - I 5。し〕-- 5版-- 

@ "―’び表示されている状態で撮影すると、そのとき表示 
されている曰付や時刻び写し込まれます。 

® 日付を写し込まないときは、" ." （印きなし）に 

して < ださい。 


デートの写し込み位置について 



® デートの写し込み位置は上図を目をにしてください。 

夕写し込み位置の被写体び巧のよラな場をは、写し込みデー 
卜び判別しにくくなることびあります。 

•白いまたは明るい場合。 

•オレンジや黄色の場合。 
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日付や時刻を修正ずるには 



7 MODE ボタンを f 甲して[年月日]を表 
■ 示させる。 

2 SEL ボタンを巧して修正する I 頁目を点 
■ 滅させる。 

3 ADJUST ボタンを巧して、庶诚してい 
る数値を合わせる。 

® ADJUST ボタンを押ずごとに、数字び1つずつ增えます。 

® ADJUST ボタンを巧し続けると、数字の早をりびできまず。 

4 点滅している数値を合わせた!5、再び 
SEL ボタンを巧して、次の項目の数値 
を点滅させる。 

® 上の手順 3. 4の動作を繰り返して、表示してし巧あび一巡 
すると修正は終了でず。 

® 時刻の修正を行なラ際は、 MODE ボタンを押して「曰時 
分」を表おさせ、上記の手順で修正して<ださい。 

タカメラの電池を交換すると、日付設定び1」セットされること 
びありまず。電池の交換をは、曰付の設定を確認してくだ 
さしん 


知つておいてください 
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シャツター 
びをれない 


フラッシュ 
び発光しな 
し、 


• スライドカバーか全開していない。 

ースライドカノ（一をカチッといラまで開 
けて電源を入れてください。 

• オレンジランプび点滅。 

ースピードライトび巧電中です。オレン 
ジランフび点打してか6撮影してく 
ださい。 

•緑ランプび点滅。 

^被写体に近づきすざています。約 
。.目の从上離れて撮影して < ださい。 

•表示パネルにび点打。 

一撮影済みのフィルムび入ってしなす。 
新ししロィルムと交換してください。 

• 表示ノ くネルに何ち表示されない。 

一電池び消耗しています。新しい電ミ也 
と交換してください。* 

• 表示ノ くネルの全ての表示び点滅。 

ーカメラび異常を検出してし、ます。スラ 
イドカバーを閉じた後、再度スライド 
カノ く一を開け、電源を入れてくださ 
し、。それでも正常に戻らなし、場合は、 
電池を一度巧を、表示び消えるのを 
確認してから、入れ直して < ださい。 

• 表示;くネルに何も表示されていなし、。 

^電池び消耗しています。新しい電池 
と交換してください。* 

• オレンジランプび早く点滅。 

ースピードライト部を押さえてし、ます。 
スピードライト部に独れないよラにし 
てください。 

•表示パネルに"饭"び表ち。 

^被写体び明るいと発光しません。フ 
ラッシュび必要な場合は、強制発光 
モー 问こむツトして < だ さ い。 


13 


1 1. 24 


19 


14,1己 
21 


12 


12. 13 


12 


11,2己 


24, 27 


故障かな？と思った5 

次のよラな場合、 アフターサービスを 依頼、されるまえにご確認、 
<ださい。 

確認されても正常に作動しないとさは、最畜りの当社サービ 
ス機関にご相談ください。 


こんなとをは 確認事頂一解決方法 I 参照頁 


シヤツタ I 


スヒ—ドライト 
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こんなとさは 

確認事垣一辭巧方法 

を照頁 

ピ 

ン 

卜 

ピントび 
合っていな 
い 

•手ブレしている。 

ーシャッターボタンをゆっくり押すか、 
カメラを兰脚などに固定してくださ 
い。 

• 被写体の手前や奥にピントび合ってい 

る。 

一才ートフォーカスフレームに被写体 
を合わせてシャッターをきってくだ 
さい。ピントび合いにくい場合は 
フォーカス□ック撮影を行ラとより確 
実です。 

1日，2曰 
27, 2白 

19, 22 

表 

巧 

パ 

ネ 

ル 

電源を入れ 
ても何も表 
をされない 

• 電池の集/©の向をを確かめる。 

- ©の向をを正し<入れて<だ 
さい。* 

• 電池容量を確かめる。 

電池び入っていれば、電池び消耗し 
ています。新しい電池と交換してく 
ださい。* 

12 

12,13 

フイルムを 
入れたのに 
‘ j - び表示 
されなし、。 

• ‘ぶ’び点滅、または点灯。 

ーフィルムをちラー度入れ直してくだ 
さい。 

14,1已 

U 

モ 

□ 

ン 

1」モコン操 
作でシャツ 
ターびをれ 
なし'! 

• 1」モコン操作距離び遠すぎる。 

ーカメラ正面から約己 m な内で操作して 
<ださい。 

• リモコン設定豁2分し义上 J 獨圖してし巧。 
一ちラー度、 U モコンモードにセットして 
ください。 

•逆光状態で操作している。 

ーリモコン操作 0 X 5 置を変えてください。 

• U モコンの電池の使用期限（約10年） 
を過ざている。 

一当社サービス機関に電池交換を巧頼 
して<ださい。（有料） 
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裏表祇 


* 電池を交換したり、入れ直したときは、日付•時刻びリセットされること 
びありますので確認してください。 （ II ^ P .37) 

知 

電子制御カメラの特性について T 

さわ奴て掃なケースとして、が部か5強力な静電気なわ; 
どび侵入したことでカメラび作動しな<なることびあ r 
0ます。万一このよラな状態になったときは、電池を一 手 S 
度抜いて入れ直して < ださい。また、電池を抜くと、曰さ 
付•時刻び I 」セットされることびありますので、電池を 
入れ直した後には、日付•時刻を確認してください。 

(陪 P .37) 39 










取り扱い上のご注意 

カメラをご使用にな5ないときは 

スライドカノ く一を閉じて、電源を切ってください。シャッター 
ボタンび不巧意に巧されて、電池び消耗するのを防ざます。 

カメラを長期間ご使用にな5ないときは 

カメラから電池を取り出して高湿、多湿となる場所を避けて 
保管して < ださい。なお、スピードライトのコンデンサーの劣 
化を防ぐため、月に1度を目安に、電池を入れてフラッシュを 
数回発光させて < ださい。 

カメラを濡6さない 

Lite Touch Zoom (ライトタツチズーム ）70 Ws は防水構 
造ではありません。水しぶさなどびかからない場所でご使巧 
<ださい。 


カメラに強いショックを与えない 

カメラは精密機械です。落としたり、ぶつけたりしないよラ注 
意して < ださい。 

カメラを保管ずる際は 

閉めさった車の中やトランクの中、ス1-ープの前などの高湿 
を湿となる所や、防虫剤の近くを避けて、乾燥剤と一緒に保 
管して < ださい。 

お手入れについて 

ホコ U やミち机ま、乾し、た柔らかい巧•市販のブ□ワーブラシや 
レンズク U —ナーなどで取り除いてください。 

フラッシュは休ませなが6使用ずる 

フラッシュの連続発光を繰り返しますと、カメラや電池の温度 
び上昇しますので、休ませなびらご使巧 < ださい。 

付属の電池について 

付属の電池は、購入時の作動テスト巧ですので、寿命び短い 
場合びあります。ご使用の前に容量を確認してください。 
(陪 P .13) 

ほ温時にカメラをご使用になるときは 

低温時に消耗した電池を使しなすと、カメラび作動しない場 
合びありますので、新しい電池を使巧し、保温した予備の電 
池を巧意して暖めなびら交互にご使用ください。なお、一時 
的に性能び低下した電池でも常温に戻机ま‘性能を回復する 
場合びあります。 



アフターサービスと 保証に ついて 

■この製品についてのお問い合わせは 

ご意見、ご質問は、ニコンカスタマーサポートセンターへお問い含 
わせ <ださい。 

ニコンカスタマーサポートセンターにつきましては、この使巧説明 
書の裏表紙をご覧<ださい。 

■修理を依頼される場合は 

ご購入店、または当社サービス機関にご依頼 <ださい。ご転居、ご贈 
答品などの理由で、ご購入店に修理を依頼することびできない場を 
は、最寄りの販売店または当社サービス機関にご相談ください。 

当社サービス機関につきましては、この使巧説明書の裏表紙をご 
覧ください。 

■補修用性能部品について 

ニコン Lite Touch Zoom 7日 Ws の巧修用性能部品の保有期間 
は、製造打ち切0媛7年間を目安としてお0ます。 

• 補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な 
部品です。 

• 修理可能期間は、部品な有期間内とさせていたださます。なお、部 
品な有期間経過後におさましてち修理可能な場合ちありますの 
で、ご廈入店または当社ヴービス機関にお問し冶わせくださし、。 

• 水没、火災、落下などによる故障または破損で、全損と認められ 
た場含は、修理び不可能とな0ます。なお、この故障または破損 
の程度の判赶ま、当社ヴービス機関にお任せください。 

■製品の保証について 

(1) この製品には「保証書」びついていますので、ご確認<ださい。 

(2) r 保証書」は、お買し化げの際、ご購入店からお客様にお渡しす 
ることになってお D ます。「ご愛用者氏名」および「住所」「ご購 
入年月日」びすベて記入された r 保罰書」をお受け取りになり、 
内容をお読みの上、大切に保管してください。 

(3) 保証規定による保話修理は、ご購入から1年間となっておりま 

す。「保証書」をお受け取 D にな D ませんと上述の保罰修理び ^ 
受けられないことになりますので、もしお受け取りにならな ミ 
かった場含は、ただちにご購入店にご請求ください。 お 

(4) ミ毎がでの保証内修理は領収書の提示をホゆられることびあり い 
ますので、保証書ととちに領収書の携行をお願い致します。> 
(領収書びない場合は有料となる場合びあります） 

(己）保証期間経過後の修理は、原則として有料とな0ます。また、 さ 
運賃諸掛かりはお客様にご負担願います。 い 

(6) 保証期間中や保証期間経過後の修理、故障など、アフターヴー 
ビスにご不明なことびありましたら、ご購入店または当社ヴー 
ビス機関にお問い合わせください。 ィ1 



仕様 

型名 

ニコン Lite Touch Zoom (ライトタツチズーム )70Ws QD-R 
(I」モコン付） 

型式 

ズームレンス内蔵オートフオーカス3己 mmAE レンズシャッ 
ターカメラ 

使用フィルム 

パト□—ネ入り3已 mmDX フィルム(画面サイ义24 x36mm) 

レンズ 

ニコンズームレンズ28〜7日 mm F 巳.巨〜10、已群已枚 

シャッター 

プ n グラム AE 式電子 シャッ ター、 シャッ タースピード ：2〜 

1 /300秒 

ファインダー 

実像式スームファインダー、視野率:約7曰％け上、倍率 (28mm 
時:約0.33倍、7日 mm 時:約 0.7 倍)、視度；約一！.日 m-i 

ファインダー内表示 

撮影範囲 フレーム （近距離補正 マーク 付） オー トフ オーカ スフ 
レーム 

オレンジラン::^示 

充電完了表示(点灯)/未充電警告(点滅)、スピードライト部巧し 
込みによる警告 (8HZ 点滅） 

緑ランプ表示 

測距完了表示(点灯)/近距離警告 (0.8m 攻内点滅） 

距離合わせ 

アクティブ測距ち式、撮影距離湘日 .8m 〜〇〇 

フオー カス□ツク 

シャツターボタン 半巧しによる フオ— カス □ツク 付さ 

露出制御 

電子制御プ n グラム AE、AE 連動範囲 （IS01 00):EV4 〜16 
に 8mm 瞄 /EV 已万〜！ 6(7 日 mm 蹄、スピードライト自動発光 

使用可能フィルム感度 

DX マーク付フィルムに日1日日，400 

(DX マーク付フィ J レムで ISO 2日日は1日0に JS0 8日日は40日 

に自動セット） 

フィルム装てん 

オート □- ディング空送り機構、フィルム確認窓付 

フイルムカウンター 

液晶によるデジタル表示、順算式、巻さ戻し時は逆算連動 
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セルフタイマー 

電子制御式、シャッターボタンによるスタート、ボディ正面に作 
動表示(作動時間；10秒'、点滅•点打の2段階)、途中解除可能 

フィルム給送 

内蔵モータによる電動式ロブールドライブ方式)、自動空送り、自 
動巻き上げ (1 コマ)、フィルム最終コマ検出による自動巻き戻し、 
途中巻き戻し可能 

リモートコント□—ル機能 

専用赤が光を利用、送信ボタンによるスタート、2秒後にシャッ 
ター作動、到達距離:カメラ正面で約己 m 、 ボディ正面に作動表示、 
送信機電池寿命:約10年、大きさ:約 60 X 27 X 1 0 mm (幅 X 高 
さ X 厚み)、質量(重さ）：約13旨(電池含む） 

スピー ドライト 

自動発光、発光禁止、強制発光、夜景ポートレート(ス□ーシンク □) 
の4モード切り換え可能、自動発光設定時低輝度時は自動発光、未 
充電時シャッターボタン□ック付、スピードライト連動範囲: 
( ISO 100の場合)約0.目〜 3.3 m (28 mm 時)約 0.8 〜1 .9 m 
(70 mm 時)、(吃0400の場合)約日.8〜6怎 m に Smm 時)約0召〜 
3.8 m (70 mm 瞄、充電時間:約7砂 

赤目軽減モード 

スピードライトの発光時に赤目軽減ランフ約1秒間点打 

撮穀可能本数 

34枚撮りフィルム約12本(已日％スピードライト撮影時） 

表示パネル 

電源スイッチ ON 時：フィルムカウンター表示、スピードライト 
モード表示、赤目軽減表示、セルフタイマー / U モコン表示、遠景 
モード表示、バッテ IJ ーチェック表示 

が巧電源 

3 VIJ チウム電池 ( CR 1 23 A 、 または DL 123 A ) X 1個 

デート写し込み機構 

24時間制、デートの種類けモード）：[年•月•日]、[日•時•分]、 
跨し込みなし]、[月•日•年]、[日•月•年]、切り換えは巧しボタン 
式、吕日4日年まで月末、うるう年自動修正、早送り修正可能 
大きさ（幅 X 高さ X 奥行き） 

約113.已 X 64 X 47 .已 mm 

質量運さ） 

約21日旨廣池別） 

♦ データはすべて、2日む、新品電池使用時のちのでず。 

• 製品の外観、仕様は改善のため予告な < 変更することびあります。 


知つておいて<ださい 
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Nikon 


■使い方に関するお問い合わせのご案内 


ニコンフィルムカ^ラ、交撰レンズ、アクセサ U —の使い方に 
関ずるお問い合わせをお受けしております。 

くニコンカスタマーサポートセンター> 

SS8 0570-02-8000 

USSfS ® 納題料金でご糊 L "! ただけます。 

ナビレ® 

全国共通電話番号「日日70-02-8000」にお電話を頂き、音声 
によるご案內に従いご利用の製品グループ窓□の番号を入力 
して頂ければ、お問い含わせ窓□担当者よりご質問にお答え 
させて頂さまず。 

営業時間白: 3 日〜 18:0 日 は.日曜日.祝日を除く毎日) 

-このほか年末年始、夏期休暇等、化業する場含びあります。 
携帯電話、 PUS 等をご使巧の場合は、03 -日 977-7033 に 
おかけ < ださい。 

FAX でのご相談は、 03-已 977-7499 におかけ<だごし、。 


株式会社二3シ 

二カゾラ巧亮株式を社 
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